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1979年から1989年までの11年間に分離した
C群，G群レンサ球菌の菌種と薬剤感受性
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　　　もりおかこども病院2），国立療養所盛岡病院3），

県立胆沢病院4），県立久慈病院5），北上済生会病院6），県立軽米病院7）

　　　　　　　　　　［受付：1990年10月5日］
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　抄録11979年から1989年までの11年間に，岩手県内の7医療機関において，種々の臨床材料から分

離したC群レンサ球菌とG群レンサ球菌にっいて，臨床材料別，年齢別，そして菌種を検討した。また，

分離株についてpenicillin（PCG），　ampicillin（ABPC），　cephaloridine（CER），　cephalexin（CEX），　chlor－

amphenicol（CP），tetracycline（TC），erythromycin（EM），oleandomycin（OL）とlincomycin（LCM）の

合計9薬剤に対する感受性試験を行った。C群レンサ球菌45株とG群レンサ球菌385株は，主に咽頭か

ら分離した。年齢別では学齢期層からの分離が最も多く，C群レンサ球菌は45株中24株（53．5％），　G群

レンサ球菌は385株中344株（89．4％）であった。C群レンサ球菌の菌種はS舵ρ’ococcμsθ4酩subsp．

04碗2株，S舵排ococcμsθ4泌subsp．　zooo♪idθ袖cμs　4株，　S舵ヵ‘ococcμs吻sgα↓αc吻ε35株とS舵別o－

coccμsαηgτηosμs　4株であった。また，　G群レンサ球菌385株は＆吻sgα」α仇α0343株，8αηg仇osμs　38株

とS舵ヵZococ（％s　cαηゼs　4株であった。分離株はPCG，　ABPC，　CERとCEXに対して優れた感受性を示し

た。TC耐性菌はC群にはなくG群に7株あり，1979年から1988年の間に1株ずつ分離した。また，　EM

耐性菌はC群レンサ球菌に2株，G群レンサ球菌に4株あった。　OL耐性菌はC群G群レンサ球菌に2

株ずつあり，LCM耐性菌はC群レンサ球菌に2株，　G群レンサ球菌に3株あった。これらEM，　OL，

LCMの各耐性菌は1979年から1983年でみられ1984年以降はみられなかった。

　Key　words：group　C　streptococci，　group　G　streptococci，　species，　antjmicrobial　susceptibility．

緒 言

　β溶血レンサ球菌のなかでもA群レンサ球菌

とB群レンサ球菌は狸紅熱，敗血症や髄膜炎な

どさまざまな疾患の起因菌として多くの研究が

なされてきたが，C群，　G群レンサ球菌につい

ての研究報告は少ない。さらに，C群レンサ球

菌による心内膜炎D，咽頭炎2），その他小児科領
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域における感染症3），また，G群レンサ球菌に

よる心内膜炎4），関節炎5・6）などの疾患との関連

が報告されているが，日本での報告は少ない。

このような状況から，C群レンサ球菌やG群レ

ンサ球菌にっいての基礎的な成績が必要と思わ

れる。

　著者らはこれまでにA群レンサ球菌7・8）とB

群レンサ球菌9）について報告してきたが，今回

は1979年から1989年までの11年間に，岩手

県内の7医療機関において分離したC群レンサ

球菌とG群レンサ球菌について臨床材料別，年

齢別，菌種そして薬剤感受性にっいて検討した

ので報告する。

実　験　方　法

1．材料

　1979年2月から1989年12月までの11年間

に小児科医院1，慢性疾患・虚弱児収容施設2

医療機関においては咽頭ぬぐい液を，また4っ

の総合病院では種々の臨床材料を検体とした。

2．β溶血レンサ球菌の分離

　検体を血液寒天培地で培養し，β溶血を示し

たコロニーについて，グラム陽性球菌で力タ

ラーゼ陰性であることを確かめ，β溶血レンサ

球菌とした。

3．血清学的群別

　分離したβ溶血レンサ球菌について，溶血レ

ンサ球菌群別用免疫血清（生研）を用いて群別

し，C群レンサ球菌とG群レンサ球菌とした。

4．菌種の同定

　血清学的にC群およびG群レンサ球菌と同定

した分離菌について，糖類（リボース，ソルビ

トールとトレハロース）からの酸産生性，

Voges－Proskauer試験を行い1°・11），菌種を同定

した。

4．薬剤感受性試験

1）被検菌

　各種臨床材料から分離・同定したC群レンサ

球菌45株とG群レンサ球菌385株を用いた。

2）使用薬剤

　Benzylpenicillin（PCG，明治製菓），　ampic・
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illin（ABPC，明治製菓），　cephaloridine（CER，

シオノギ製薬），cephalexin（CEX，シオノギ製

薬），chloramphenicol（CP，三共），tetracycline

（TC，明治製菓），　erythromycin（EM，シオノ

ギ製薬），oleandomycin（OL，ファイザー）と

lincomycin（LCM，アップジョン）の合計9薬

剤を使用した。

3）薬剤感受性測定法

　日本化学療法学会標準法12）に従って，被検菌

をMueller　Hinton　broth（BBL）で37℃，18

時間培養した後，接種菌量を106CFU／mlに調

整し，ミクロプランター（佐久間）を用いて，

薬剤を含む5％ヒト血球加Mueller　Hinton皿

agar（BBL）に接種した。判定は37℃，24時

間，培養後に行った。

結 果

1．C群レンサ球菌の医療機関別，年次別分離

数

　1979年から1989年までの11年間にC群レ

ンサ球菌を45株分離した（Table　1）。医療機

関別にみると，小児を専門とする機関での分離

数が（0－pediatric　officeで12株，　M－children’s

hospitalで10株とM－national　hospitalで8

株）30株（66．7％）と多かった。年次別では

1981年を除く各年度に分離し，1988年には10

株と最も多く，他の年度には同じような分離数

であった。

2、G群レンサ球菌の医療機関別，年次別分離

数

　1979年から1989年までの11年間に385株

のG群レンサ球菌を分離した（Table　2）。この

うち305株（79．2％）を慢性疾患・虚弱児収容

施設の2医療機関で分離した。年次別では1986

年に51株，1987年に55株，そして1988年に

55株と最も多く分離した。

3，C群レンサ球菌の臨床材料別，年齢別，性

別分離数

　C群レンサ球菌45株（Table　3）のうち，咽

頭から37株（82．2％）と高率に分離した。他に
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Table　l　Group　C　streptococci（45　strains）isolated　during　a　period　from　1979　to　1989．

InstitutiOnS
　　　　　　　　　　　　Years
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Total1979　　1980　　1981　　1982　　1983　　1984　　1985　　1986　　1987　　1988　　1989

M＊F料MFMFMFMFMFMFMFMFMFMFMF0－Pediatric　office

K－hospital

H－prefectural　hospital

I－prefectural　hospital

Jエ）refectural　hospital

M℃hildren’s　hospital

M－national　hospital

3　1

2 4

1　1

1

1　1

1　2

1

2

6

1

4

1　1

　2
2　　2　4

12

4
4
6
1
1
0
8

り
乙
　
　
9
U
2
1
1
4

10

4
1
4
　
9
4

　
　
　
　
　
1

Total
3　1　2

4　　2 4221222　 6　　 373413213
45

＊：Male　　＊＊lFemale

Table　2　Group　G　streptococci（385　strains）isolated　during　a　period　from　1979　to　1989．

InStitUtiOnS

0－Pediatric　office

K－hospital

H－prefectural　hospital

I－prefectural　hospital

J－prefectural　hospital

M－children’s　hospital

M－national　hospital

　　　　　　　　　　　　Years
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Total
1979　　1980　　1981　　1982　　1983　　1984　　1985　　1986　　1987　　1988　　1989

M＊F林MFMFMFMFMFMFMFMFMFMFMF1　2　　　　3　1　　　　　1　1

TotaI

　　2869220　10　141218　231722172312184
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12163132
12286123221014132020221327243025342131724i　144

3　　　　34　　　　15　　　　32　　　　27　　　　40　　　　35　　　　51　　　　55　　　　55　　　　38　　　　　　　　385
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　185　92　　277

　21728

＊：Male　　＊＊：Fernale

膣分泌物から3株，喀疾と尿からそれぞれ2株

ずつ；；1・そして膿汁から1株分離した。年齢別に

みると0才で1株，1才から4才までの年齢層

で5株，5才から14才までの学齢期層からの

分離数は24株（53．3％）と高率であった。他に

15才から19才までの年齢層で7株，40才から

49才までの年齢層で4株，50才から59才まで

の年齢層では2株，そして60才以上の年齢層

では2株の分離数であった。性別でみると男性

から32株，女性からは13株分離して，男性か

らの分離数が女性からの分離数の2．5倍であっ

た。

4．G群レンサ球菌の臨床材料別，年齢別，性

別分離数

　G群レンサ球菌385株（Table　4）のうち，咽

頭から344株（89．4％）と高率に分離した。他に

喀疾から17株（4．4％），膣分泌物から7株，膿

汁と糞便からそれぞれ6株ずつ，尿から4株，

そして耳漏から1株の分離数であった。年齢別

にみると0才で1株，1才から4才までの年齢

層で6株，5才から14才までの学齢期層から

の分離数は272株（70．6％）と高率であった。15

才から19才までの年齢層では67株（17．4％）

の分離数で学齢期層にっついて多かった。そし

て，20才から29才までの年齢層では7株，30

才から39才までの年齢層では4株，40才から

49才までの年齢層では8株，50才から59才ま

での年齢層では6株，そして60才以上の年齢

層では14株の分離数であった。性別でみると

男性から241株，女性からは144株分離して，

男性からの分離数が女性からの分離数の1．7倍

であった。
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Table　3　Distribution　of　group　C　streptococci（45　strains）by　the　specimens，　age　and　sex．

Specimens

Ages Throat　swab Sputum Pus Vaginal
discharge

Urine
Total

MD　　F2） M F M F F M F M F

　　0

1～2

3～4

5～9

10～14

15～19

20～29

30～39

40～49

50～59

60～

1
2
1
1
2
9
3

2
1
0
乙
3
1

1

1

1

1

1
1

2

1
2
1
1
2
9
3
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⊥
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＠
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45

1）　Male 2）Female
3＞ （％）

Table　4　Distribution　of　group　G　streptococci（385　strains）by　the　specimens，　age　and　sex．

Specimens

Ages 口㍑もtSp・t・m　Ot・rrh・a Pus 」翻三1， Urine Stoo1
Total

M1）F2）　M F M F M F F M F M F M F

　　0

1～2

3～4

5～9

10～14

15～19

20～29

30～39

40～49

50～59

60～

1

1

59

124

39
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2
2
3
1
5
3
2
5
3
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1
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⊥
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226　　118　　10 7 1 2 4 1 3 2 4　241　144

Total 344 17 1 6 7 4 6 385

（89，4）3）　　（4．4） （0．3） （1．6） （1．7） （1．0） （1．6）

1）：Male 2）　Fernale 3） （％）

5．C群レンサ球菌の菌種

　血清学的にC群レンサ球菌であった45株に

ついて（Table　5），生化学的性状を調べ，菌種

を同定した結果，Sτ吻τococcμsθ4泌subsp．

θ●痂2株，Sτ7⑳’ococcμsρ4泌subsp．　zoo砂i4一

ρ〃2τcμs4株，　S〃2坪ococcμs　4ys解Zαcτ乞αθ35株

とS舵ρ‘ococ¢μsα㎎乞ηosμs　4株であった。　S．

切μisubsp．¢4μiは膣分泌物から分離した2株



174 岩医大歯誌　151170－179，1990

Table　5　Distribution　of　species　of　group　C　streptococci（45　strains）by　the　ages　ahd　specimens．

Ages Specimens

0～14 15～19 20～39　　40～49　　50～59　　60～

Species
Throat
swab S・…m　P・・dX翻書eU・i・・

26

4

7

　　　　　　2

3　　1

1　　1

S，eσ泌subsp．斑凶2ド

S．¢碑subsp．zoo鋤d醐顧s（4）

S．4ysgα」ωα‘α¢㈲

S．α㎎吻osμs｛4｝

33

4

　　　　　　　　　　　　　　　　　2

2　　　　　　　　　　　　2

　　　　　　　　　1　　　1

30 7 4　　4 Tota1㈲ 37 2　　　1　　　3　　　2

＊：Number　of　identified　strains．

Table　6　Distribution　of　species　of　group　G　streptococci（385　strains）by　the　ages　ahd　specimens．

Ages Specimens

0～1415～19 20～3940～49 50～5960～

Species
工贈置tSp・t・m Pus Ot…hea冨瓢詰e Urine Stool

245　61

32　　6

　2

11　　8 6　　12

　　　　　　2

s．4ysgα∫㏄吻2（鵠）’

S．4π9ゴ刀osμ5〔38）

S．cα仇s（4）

310　　13

32　　3

2　　　1

2
3
1

1　　7 4 6

279　67 11　　8 6　　14 Total（385） 344　　17 6 1　　7 4 6

＊：Number　of　identified　strains．

で，60才以上の年齢層から分離した株であっ

た。S．θ4泌subsp．　zooθ餌dθ功τcμsは喀疾と尿か

らそれぞれ2株ずっ分離し，年齢別には50才

から59才までの年齢層から3株と60才以上の

年齢層から1株分離した。＆∂ysgα1α磁磁は咽

頭から分離した33株と膿汁と膣分泌物から分

離した1株ずつであり，年齢別では0才から14

才までの年齢層から26株，15才から19才まで

の年齢層から7株と50才以上の年齢層で2株

分離した。また，＆αηg初osμs　4株は咽頭から

の分離株で0才から14才までの年齢層から分

離した。

6．G群レンサ球菌の菌種

　血清学的にG群レンサ球菌であった385株に

ついて（Table　6），生化学的性状を調べ，菌種

を同定した結果，＆⑳sgα1α鋤％343株，＆

αηg仇osμ∫38株，　Sτ吻τooocoμs　cα批s　4株で

あった◇∫吻sgα↓αcτ吻は咽頭から310株

（90．4％），喀疾から13株（3．8％），膣分泌物か

ら7株，そして糞便からの6株で，他に尿，膿

汁，耳漏からの分離株であった。年齢別にみる

と，各年齢層から分離したが，0才から14才ま

での年齢層からの分離数が最も多く，245株

（71．4％）で，ついで15才から19才までの年齢

層からの61株（17．8％）であった。＆αηg仇osμs

38株は咽頭から32株（84．2％）と最も多く，他

に喀疾と膿汁から3株ずつの分離数であり，年

齢別では0才から14才までの年齢層から32株

（84．2％），15才から19才までの年齢層から6

株の分離数であった。＆cαηお4株は咽頭から

2株，喀疾と膿汁から1株ずっの分離であり，

年齢別では0才から14才までの年齢層から2

株，60才以上の年齢層から2株の分離数であっ

た。

7．C群レンサ球菌の薬剤感受性

　C群レンサ球菌45株のpenicillin系，

cephem系薬剤に対する感受性は（Table　7），

MIC分布が0．0063～12．5μg／ml，　MIC50は

0．0063～0．2μg／ml，MICgoは0．0125～0．39μg／m1

と優れており，菌種別にも差がみられなかっ

た。TCに対する感受性はMIC分布が0．1～

12．5μg／ml，　MIC50は0．78μg／ml，　MICgoは3．13

μg／mlで，耐性菌（MIC≧25μg／ml）はみられ

なかった。EMに対する感受性はMIC分布が
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Table　7　Susceptibility　of　group　C　streptococci（45　strains）to　g　antimicrobial　agents．

　　　MICl）
Anti－
microbial
agents

0．0063 　　　　0．025

0．0125 0．05

0．1

0．2

0．39

0．78

1．56

3．13

6．25

12．5

25
MIC：MIC；

PCG
ABPC

5
1
8

37

24 3
3

回1250．0125

0．01250．0125

CER
CEX

36 7

32 11

2

2

0．00630．0125

0．2　0．39

TC 2 18 20 3 2 0．78　3，13

CP 28 15 1 1 1．56　3．13

EM
OL
LCM

2 35

2
1
3

27

10
2
2
7

3 2
3
3

2
2
2

0．05　0．78

0．78　3．13

0．2　3．13

D：MIC（μg／ml）　　2）：50％growth　inhibition　　3）：90％growth　inhibition

Table　8　Susceptibility　of　group　G　streptococci（385　strains）to　g　antimicrobial　agents．

　　　　　MICl）

Anti－
microbiaI
agents

0．0031　　　α1025

　　　　　0．0063 0，025

0．05

0．1

0．2

0．39

0．78

1．56

3ユ3

6．25

12．5

25

50
Mlcl； 　　　3）

MIC｛o

PCG
ABPC

　　　　　20　322

10　　80　185

25

95

12

6 3
6

2

2 1
1

0．0125

0．0125

0．0125

0．0125

CER
CEX

65　293　　8 13 4
1
8
6

262 16
1
1
4

3 4

0．0063

0．39

0．0063

0．39

TC 162 150 13 2 28 15 4 4 7 0．2 1．56

CP 20 353 9 1 2 1．56 1．56

EM
OL
LCM

134

11

207

55

36

297

203

83

110 2 1

4

2 1 2
2
3

2 0．05

0．1

0．1

0．1

0．2

0．2

1）：MIC（μg／mD　　2）：50％growth　inhibition　　3）：90％growth　inhibition

0．025～25μg／ml，　MIC50は0．05μg／mlで

MICg。は0．78μg／mlであり，優れた感受性とい

えるが，2株の耐性菌がみられた。OLに対す

る感受性はMIC分布が0．39～25μg／ml，

MIC50は0．78μg／ml，　MIC　goは3．13μg／mlで優

れた感受性を示したが，耐性菌が2株みられ

た。また，LCMに対する感受性はMIC分布が

0．1～25μg／ml，　MIC50は0．2μg／ml，　MIC肌は

3．13μg／mlで優れた感受性を示したが，耐性菌

が2株みられた。これらEM，　OLとLCMの各

耐性菌を菌種別にみると，S．⑳sgα／α襯α¢にの

み，みられ，他の菌種にはみられなかった。

8．G群レンサ球菌の薬剤感受性

　G群レンサ球菌385株のpenicillin系，

cephem系薬剤に対する感受性は（Table　8），

MIC分布が0．0031～6．25μg／ml，　MIGと

MICgoはともに0．0063～0．39μg／mlと優れて

おり，菌種別の差もみられなかった。TCに対

する感受性はMICが0．1～25μg／mlに分布し，

ピークが0．1μg／mlにあり，優れた感受性とい

えるが，一方で耐性菌が7株みられた。このう

ち6株が＆⑳sg尻α碗oθで，1株が＆αηg仇一

〇sμsであった。EM，　OLとLCMに対する感受

性はMIC分布が0．025～50μg／mlで，ピーク

はそれぞれ0．05，0．1μg／mlにあり，優れていた

が，一方，EMに4株，　OLに2株そしてLCM

に3株の耐性菌がみられた。そしてこれらの耐

性菌はすべてS，吻sgα1αc励eであった。

9．G群レンサ球菌385株のTC，　EM，　OLと

LCMに対する感受性の年次別推移

　耐性菌のみられたTC，　EM，　OLとLCMに

対する感受性の年次推移をみると（Fig．1），

TCに対する感受性は1979年にはMIC5。は0．2

μg／m1，　MICg。は25μg／mlと低かった。1980年
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Fig．1 Susceptibility　of　group　G　streptococci（385　strains）to
erythromycin，　oleandomycin　and　lincomycin．

には耐性菌が1株あったがMIC50は0．1μg／ml

MICg。は0．2μg／mlと感受性が良くなった。

1983年以降，1985年，1986年，1987年と1988

年に1株ずっの耐性菌がみられたが，大きな年

次変動はなかった。しかし1989年にはMIC5。

は1．56μg／ml，　MICgoは3．13μg／mlと感受性が

低下した。EMに対する感受性は1979年，1980

年と1983年に耐性菌がみられ，1984年以降，

耐性菌はみられなくなり，MIC分布も0、025～

0．1μg／mlで優れた感受性を示した。

　OLに対する感受性は1979年と1980年に耐

性菌がみられたが，1981年以降MI分布は0．1

～ 0．2μg／皿1で耐性菌もみられず，優れた感受

性を示した。LCMに対する耐性菌は1979と

1980年にみられたが，1981年以降は耐性菌も

みられず，MIC分布は0．025～0．78μg／mlで優

れた感受性を示した。

考

tetraCyCline，

察

　著者らは岩手県内の7医療機関で分離したC

群レンサ球菌45株とG群レンサ球菌385株の

うち，G群レンサ球菌は305株（79．2％）を慢性

疾患・虚弱児収容施設で分離した。中島と奥

山13）は基礎疾患を有する小・中学生の咽頭から

G群レンサ球菌を6．5～20、0％検出したと報告

している。また，児玉ら14）は高齢者における溶

血レンサ球菌の保菌状態はA群レンサ球菌につ

いでG群レンサ球菌が多いと報告しており，何

れの場合も宿主が易感染性の状態にある点で一

致している。中島ら15）の健康学童におけるG群

レンサ球菌の意義は少ないという報告とあわせ

て，G群レンサ球菌が易感染性宿主に対して浸

襲性が高いことを示唆するものと考えられる。

　また，著者らの成績ではG群レンサ球菌は女

性よりも男性からの分離数が2．5倍多く，G群
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レンサ球菌分離数も女性からよりも男性からの

分離数が1．7倍多かった。C群　G群レンサ球

菌分離数と性差について，奥山ら16）は咽頭，喀

疾，膣分泌物や尿から分離したC群レンサ球菌

47株中，男性からは23株，女性からは24株分

離し，一方，G群レンサ球菌167株を分離して，

その性別は男性から93株，女性から74株で，

性差は認められなかったと報告している。

　これまでの報告ではC群レンサ球菌とG群レ

ンサ球菌はともに血清学的同定であり，菌種別

の検討は行われていない。著者らは分離したC

群レンサ球菌とG群レンサ球菌について菌種の

同定をしたところ，C群レンサ球菌45株のう

ちS．吻sgα1αc’‘αeが35株（77．8％）で大部分を

占め，咽頭からの分離は33株（943％）で，19

才以下の年齢層に多かった。他に＆θ4酩subsp．

切酩2株と＆ε4痂subsp．　zooθ必∂θ勿‘cμs　4株

は喀疾と尿から分離した。そしてS．αηg仇os從

4株は咽頭からのみ分離した。また，G群レン

サ球菌では＆⑳sgαZα仇αθが最も多く343株

（89．1％），咽頭からの分離が310株（90．4％）と

高率であり，19才以下の年齢層に多いことが明

らかになった。次に菌種別の薬剤感受性は

penicillin系，　cephem系薬剤では差はみられ

ず，C群レンサ球菌にみられたEM，　OLと

LCM耐性菌は，すべてS．吻sgαZαC磁ρで，他

の菌種にはみられなかった。また，G群レンサ

球菌にみられたTC，　EM，　OLとLCM耐性菌

は，S．4ysgαZαc地¢7株とS．αηgiηosμsに1株

であり，C群，　G群レンサ球菌いずれもS．

dysgα1α砺αθに耐性菌が偏っていた。

　中島と奥山13）はTC耐性菌はC群レンサ球菌

44株のうち5株で，G群レンサ球菌では121株

のうち36株あったと報告している。また，EM

耐性菌はC群レンサ球菌にはみられず，G群レ

ンサ球菌121株のうち18株，そしてOL耐性

菌はC群レンサ球菌にはみられず，G群溶血レ

ンサ球菌121株のうち33株あったと報告して

いる。一方，Kennethら17）やBayerとLaml8）

はEM耐性菌はみられなかっと報告しており，

異なった傾向を示している。この様に臨床材
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料，年齢，菌種そして薬剤感受性の点で異なっ

た成績はC群，G群レンサ球菌に関する研究成

績が少ないことにあり，今後，菌種別の成績も

含め系統的な研究成績の蓄積が必要であると考

える。

結 論

　1979年から1989年までの11年間に岩手県

内の7医療機関で分離したC群レンサ球菌45

株とG群レンサ球菌385株について次の結果を

得た。

1．C群レンサ球菌45株を咽頭から37株
（82．2％）他に膣分泌物，喀疾，尿と膿汁から分

離した。

2．G群レンサ球菌385株を咽頭から344株
（89．4％），喀疾から17株（4．4％），他に膣分泌

物，糞便，膿汁，尿と耳漏から分離した。また，

G群レンサ球菌は慢性疾患・虚弱児収容施設で

の分離数が305株（79．2％）と高率であった。

3．年齢別では4才から15才までの学齢期層

からの分離数がC群レンサ球菌24株（53，3％），

G群レンサ球菌272株（70．6％）と多かった。

4．C群レンサ球菌45株は＆θ4疵subsp．切痂

2株，Se4漉subsp．　zooθ必4¢斑cμs　4株，＆

吻sgαZαc吻θ35株そして＆αηg仇o∫μs　4株で

あった。

5．G群レンサ球菌385株は，　S吻sgα」α磁αθ

343株，S．αηg％sμ∫38株そして＆cαηる4株

であった。

6．薬剤感受性ではPCG，　ABPC，　CERと

CEXに対して優れた感受性を示した。

7．TC耐性菌（≧25μg／ml）がC群レンサ球

菌にはみられず，G群レンサ球菌に7株みられ

た。また，EM耐性菌はC群レンサ球菌に2株，

G群レンサ球菌に4株，OL耐性菌はC群レン

サ球菌に2株，G群レンサ球菌に2株，そして

LCM耐性菌はC群レンサ球菌に2株，　G群レ

ンサ球菌に3株みられた。

　菌種別にみると，耐性菌はC群，G群レンサ

球菌いずれも＆吻sgα1α砺αθに偏っていた。



178 岩医大歯誌　15：170－179，1990

　　Abstract：Groups　C　and　G　streptococci　were　investigated　using，β一hemolytic　streptococci　iso－

lated　from　various　clinical　specimens　at　7　medical　institutions　in　Iwate　during　the　past！l　years

from　1979　to　1989．　In　order　to　analyze　the　characteristic　trends　of　the　isolates，　we　investigated　the

sources　of　clinical　specimens，　isolation　rates　by　sex　and　ages　of　patients，　and　the　species．　All　isolates

were　serologically　grouped，　and　their　species　biochemically　identified．　The　minimum　inhibitory

concentrations（MIC）of　penicillin（PCG），ampicillin（ABPC），cephaloridine（CER），cephalexin

（CEX），tetracycline（TC），chloramphenicol（CP），erythromycin（EM），oleandomycin（OL）and

lincomycin（LCM）were　determined．　Forty－five　group　C　streptococci　and　385　group　G　streptococci

were　isolated　mostly　from　throat　swabs　and　partly　from　sputum，　otorrhea，　pus，　vaginal　discharge，

urine　and　stool　specimens．　Groups　C　and　G　streptococci　were　isolated　most　frequerltly　from

children　aged　5～14；24　（53．3％）of　45　strains　of　group　C　streptococci　and　344　（89．4％）of　385

strains　of　group　G　streptococci．　The　isolation　rate　of　group　C　streptococci　from　males　was　higher

than　that　from　females　with　a　ratio　of　32：13，　and　the　isolation　rate　of　group　G　streptococci　from

males　was　also　higher　than　that　from　females　with　a　ratio　of　241：144、　Of　the　45　group　C

streptococci，2were　identified　biochemically　as　S彦吻’ococcμs　oσ泌subsp．θσμi，4as　S’匂）τococcπs

θσ紗subsp．　zoo匂bide〃μcμs，35　as　S〃⑳τococcμs∂lysgα／αcガαθand　4　as　Sτ㎎ρどococαzsαηgiηosμs．　Of　the

385group　G　streptococci，343　were　identified　as　S．⑳sgαZαcがα¢，38　as　S．αηg仇osμs　and　4　as

S〃⑳’ococcμs　cα励s．　All　the　isolates　were　highly　susceptible　to　PCG，　ABPC，　CER　and　CEX．　None　of

the　group　C　streptococci　were　resistant　to　TC，　but　7　strains　of　group　G　streptococci　were　resistant

to　TC（MIC≧25μg／ml）．These　7　strains　consisted　of　6　strains　of　S．め戊sg励αc吻θand　l　of　S．

αηgiηosμs，and　then　the　7　TC－resistant　strains　were　isolated　in　1979，1980，1983，1985，1986，　and　1988。

Two　strains　of　group　C　streptococci　and　4　strains　of　group　G　streptococci　were　resistant　to　EM，2

strains　each　of　group　C　and　G　streptococci　to　OL　and　2　strains　of　group　C　streptococci　and　3

strains　of　group　G　streptococci　to　LCM．　The　resistant　strains　to　EM，　OL，and　LCM　were　all　S．

⑳sgα↓αcτiα巳and　then　these　resistant　strains　to　EM，　OL　and　LCM　were　isolated　from　1979　to　1983，

and　have　not　been　obtained　since　1984．
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